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具体的には，第 4 章では， Lösch により示された六角形状の市場圏を持つ集積パターンが，第 2， 3
章で分析した多都市 CP モデル， SISC モテルの安定均衡解として創発することを明らかにする.その




第 5， 6 章では， Christaller が示した階層的な産業構造が創発する 2 種類のメカニズムを明らかにす
る.まず，第 5 章では，産業間の非対称な相互作用が産業構造を階層化させ得ることを示す.そのた
めに，第 3 章の SISC モデルを多産業の枠組みに拡張する.そして，第 4 章で提示した分岐解析手法
を応用し，多産業 SISC モデ、/レで倉iJ発する安定的な集積パターンを調べる.その結果から，産業構造
を階層化させる条件を明らかにする.
次に，第 6 章では，立地変更に伴う relocation cost の存在が 階層的な産業構造を創発させること















経済活動 (e.g.，人・企業)の空間的集積・分散現象を説明する経済理論は， Th?en (1826) 
以降，長年にわたる膨大な研究蓄積により発展してきた.しかし，従来研究の多くは，集
積経済モデルで不可避的に発生する複数均衡の取り扱いに対する技術的困難から， 1) 均衡
解の一意性・安定性が確認されていない， 2) 2 立地点モデルの解析に留まる，といった限定











第 2 章では，本研究の分析の基礎となる. Akamatsu et a1.により提示された集積経済モ
デルの解析手法を説明している.その解析手順を具体的に示すために. 2 種類の
Core-Periphery model を分析し，倉IJ 発する集積パターンの特性を明らかにしている.
第 3 章では，都市経済学分野で構築された都心形成現象を説明するモデルを Akamatsu et 
a1.の手法により分析している.そして，移動主体が単一種類のモデルにおいて，複数の
都心が形成されるための鍵となる条件を明らかにしている.この成果は，複数都心が創発
する最.も単純なメカニズムだけでなく， r複数都心が創発するためには，複数種類の立地主
体が土地市場で競合する必要がある」という従来の都市経済学分野での考えが必ずしも正
しくないことを示しており，新たな知見を与えている.
つ臼? ?
